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クレーン仕様バックホーの安全対策

二　木　正　宣・戸　張　貴　彦

όックホーは，工事現場で۷削作業を行うઐ用ॏ機で͋るが，整地作業を行͑るように排土板を装備し
たり，クレーン作業を行͑るようにՙ௻りフックを装備する仕様が現れた。これまでは，όケットにՙ௻
りフックを༹઀して使用していたが，用్֎使用として安全面で問題が͋り，対策としてクレーン仕様όッ
クホーが開発された。しかし，クレーンϞードにしていなくても，ՙ௻りフック格ೲ場ॴから開์して使
用できることから，定格ՙॏを௒͑る௻りՙ作業やڧ引なԣ引き作業による転౗事ނ，ະ格ೲでの۷削作
業によりスイベル損ইによる௻りՙのམ下事ނなど，֐ࡂにつながるݥةな使用方法がݟࢄされる。これ
を改ળする΂く対策を͡ߨた。
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1．はじめに

όックホーは建設土木工事にܽかせない非ৗに便利
なॏ機で͋る。۷削作業Ҏ֎にも排土板を使ったۉし
作業やόケットにフックを༹઀した௻りՙ作業，運ൖ
作業等に使用されてきた。しかし，࣌୅の変遷と共に
安全な作業にॏ点がஔかれ，クレーンߏ଄ن格に準拠
したクレーン機能を装備したクレーン仕様όックホー
が஀生した。平成 12 年࿑働省࿑働基準ہから，当࣌
の各࿑働基準͋ہてに「クレーン機能を備͑たं྆ܥ
建設機械のऔりѻいについて」という事務連བྷがなさ
れ，クレーン機能を備͑た油圧ショベルがೝ஌され
た。しかしながら，13 年ܦաした現ࡏでも，௻りՙ
作業に関わる事ނはະशख़ऀのޡ操作などによりޙを
ઈたない。
多くの使用ऀとӬ年઀してきたฐࣾだからこそ，ク
レーン仕様όックホーの໡点をݟ出すことができた。
その໡点にண໨し，使用ऀの安全֬อと安全管理ऀの
ෆ安を解ফす΂く本システムを開発・ఏ案した。

2．クレーン機能付きバックホーの特徴

ᶃ۷削作業と௻りՙ作業が一୆で可能
όックホーとクレーンの 2୆が഑ஔできないڱい場
ॴでも一୆で作業ができる。
ᶄ‌‌௻りՙ作業࣌はࣗ動的に作業଎度を஗くすることで
ՙ振れや転౗を防ࢭ

աෛՙ੍ݶ装ஔのクレーン作業Ϟードを選୒するこ
とにより，エンジンճ転਺や作業଎度がࣗ動的に஗く
なり，安全に作業できる。
ᶅ‌‌௻りՙ૸行機能を装備したことによる௻りՙ૸行の
安全ੑが޲上
ैདྷ，௻りՙ૸行はできなかったが，やΉをಘない
場߹にݶり一定৚݅下での௻りՙ૸行が可能になっ
た。一定৚݅とは，௻りՙが定格ՙॏの 50ˋҎ下，
作業൒径が最大作業൒径の 70ˋҎ下，૸行଎度が
0.84 m/T Ҏ下，௻りՙ下面ߴさ地上 0.3 m Ҏ下等で͋
る。

（1）基本構造
クレーン機能෇きόックホーは，標準のόックホー
にՙॏ検出装ஔ，աෛՙ防ࢭ装ஔ，֎෦表示౮および
安全ห等のクレーン関連装備඼を෇Ճし，クレーンߏ
଄ن格に準拠している。標準的な装備඼を図─ 1に
示す。

（2）過負荷制限装置
όックホーのόケットリンク෦に装ணしたフックを
用いて௻りՙ作業を行う際に，௻りՙॏと作業൒径を
ࣗ動的に検出，ԋ算を行い，本体のもつ定格ՙॏの
100ˋを௒͑るલに運転ऀにܯ報を発することによ
り，機械のաෛՙを防ࢭし，転౗防ࢭを図る。
基本的なシステムを図─ 2に示す。
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（3）主な安全装置
ᶃ֎れࢭめ෇きフック・格ೲ装ஔ
クレーン作業を行うときは，リンク内に格ೲされた

「֎れࢭめ෇きフック」を引き出して使用し，۷削作
業で使用するときは，フックがअຐにならないように
リンク内に格ೲݻ定する。
ᶄクレーン作業Ϟード表示౮
本体が「クレーン作業Ϟード」に੾りସ͑られてい

ることを֎෦作業員に表示౮により஌らせる。運転੮
の「表示Ϟニタ」を「クレーンϞード」にすると，ࣗ
動的にύトライトが点౮する。
ᶅόケットロックόルブ
クレーン作業࣌は，όケットシリンダを最大ݶに৳
͹したঢ়ଶで，シリンダが動かないようにロックされ
る。通ৗは，「クレーン作業Ϟード」に੾りସ͑るલ
にόケットシリンダを最大に৳͹してからϞードを੾

ਤᴷ �　ΫϨʔϯ機ೳ෇͖όοΫϗʔͷ૷උ඼
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りସ͑ることにより，ࣗ動的に本体の内෦の「όケッ
トロックόルブ」が作動してロックがֻかる。
ᶆシリンダམ下防ࢭห
クレーン作業தに，ブームシリンダまたはアームシ
リンダの油圧ホースが作業தにഁ損しても，ブームや
アームがམ下しないように安全หを装備する。

3．安全対策

各現場において安全で安৺して使用できる機械を，
必要なときに必要な਺量をスピーディーにఏڙするこ
とをϞットーに，日ʑ，औり૊Μでいる。全国各地に
ઐ໳整備工場を๊͑，特に点検および，整備にྗを஫
いでいる。
そΜなத，ฦ٫されたクレーン仕様のόックホーに
ෆ可解なইのついたόケットがݟࢄされた。ௐࠪの݁
果，下記のೋつの要Ҽが考͑られる。
ᶃフックを格ೲせͣに۷削作業を行った
ᶄ‌‌クレーン作業Ϟードに੾りସ͑ͣにクレーン作業
を行った

աෛՙ੍ݶ装ஔが働かないঢ়ଶ下では，定格ՙॏҎ
上での௻りՙ作業やԣ引き，ࣼ引き作業または引ൈき
作業が可能となり，ނোのݪҼとなる͹かりか，ॏ大
事ނにつながるおそれがߴい。また，フックະ格ೲに

よる۷削作業をଓけるとスイベルが損໣し，最ѱの場
߹フックがൈけམͪॏ大事ނを引きىこす。
そのݪҼの 1つに「クレーン作業Ϟード」にしてク
レーン作業を行っていないことに͋ると特定し，格ೲ
フックを引き出したら必ͣクレーン作業Ϟードに੾り
ସ͑をଅすシステムを開発した。

4．システム説明

フックが格ೲঢ়ଶに͋るか൱かを判அできるよう
に，όケットリンク෦のフック格ೲ場ॴにフック格ೲ
センα（近઀スイッν）を設ஔし（図─ 3，写真─ 1,2），
運転੮内にはܯ報装ஔを備͑た。
フックを引出すとಉ࣌に格ೲセンαが働き，運転੮
内のܯ報ブザーが໐り出す。ܯ報ブザーは「クレーン
作業Ϟード」に੾りସ͑るまで໐りଓける。システム
は特ڐ 5429789 号「フック෇き油圧ショベル」として
ొ࿥されており，ܯ報ブザー発報ޙに஫意ىשをແ視
して作業をଓけると，ࣗ動的に機械がఀࢭする。シス
テムのフローを図─ 4に示す。また，フックと近઀
スイッνのインνンάによるޡ作動を改ྑし，5ඵؒ
Ҏ上フックが近઀スイッνから཭れていなけれ͹，
フックがऔり出されたことにはならいことを検஌する
仕様とした。

ਤᴷ �　ۙ઀εΠον設ஔঢ়گ
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5．  バックホーによる吊り荷作業中の事故発
生状況

近年，όックホーを使った，௻りՙ作業தに発生し
たࢮ๢֐ࡂঢ়گを図─ 5に示す。クレーン仕様όッ
クホーを使用せͣに，௻りՙ作業を行ってࢮ๢֐ࡂが
発生した事例はޙをઈたない。そのうͪ，クレーン仕
様όックホーを使用していたがクレーンϞードになっ
ていなかった֐ࡂ事例も発生している（「建設業安全
Ӵ生年鑑」ࢮ๢֐ࡂより）。

6．おわりに

ならびに現場からの安全対گ事例ঢ়֐ࡂ๢ࢮのࠓࡢ
策要望の現ঢ়を鑑みると，本システムが޿ޙࠓく׆用
されることが望まれる。લड़のとおり，本仕様は΄と
Μどす΂てのクレーン仕様όックホーにऔ෇けできる
߹報ブザーを૊みܯ଄とするため，近઀スイッνとߏ
わせた簡ૉなもので͋り，ϝーΧーおよび型式を問わ
，ଘの機種についてはط。෇けՃ工が可能で͋るޙͣ
の一ॿとなࢭ防ނ用いただき，事׆にこの装ஔをظૣ

ਤᴷ �　γεςϜϑϩʔਤ
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ることを望Ή。
一方，ଞϝーΧーにおいては，クレーンフックऔり
֎しঢ়ଶにおいてࣗ動的にクレーンϞードに੾ସわる
଄とするなどの੡଄࣌の対策ができるものと思われߏ
る。
なお，Կれの対策を͡ߨていても作業ऀに対して
は，クレーン෇きόックホーの安全作業に対するप஌
పఈやशख़が必ਢで͋る。また，クレーン機能෇όッ
クホーなら͹，転౗事ނ等΁の対策がສ全だとޡ解し
ている方がいる。աෛՙを஌らせる機能は装備されて
いるが，機械をఀࢭさせる等の防ࢭ装ஔはついていな
いことをप஌することも必要で͋る。
これらのことから，クレーン仕様όックホーの௻りՙ
作業の֐ࡂ防ࢭのためには，建設機械業ք全体が協ྗ
していかなけれ͹ならない。ฐࣾも3&/46-5*/( ⡴
を通͡て積ۃ的に関わっていきたい。
‌

ʬߟࢀจݙʭ
・建設業࿑働֐ࡂ防ࢭ協会「クレーン機能෇きドラά・ショベルの安࢈作業」
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